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第１号議案

平成１９年度事業報告並びに
同収支決算に関する件

１ 平成１９年度事業報告

【はじめに】

会員各位のご支援・ご協力により、平成１９年度事業

を遂行できましたことを心から感謝申し上げます。

平成１９年度は、土木技術者の技術力の維持・向上

を支援するため、１級土木施工管理技術検定試験受

験準備講習会をはじめ、若手技術者を対象とする講

習会などを８回開催したほか、会員会社が施工する

都市土木工事現場を２か所視察いたしました。

また、異業種他分野等各種施設の視察として、財

団法人日本建設情報総合センター（JACIC）を見学

したほか、都民の暮らしを支える土木技術への理解

を深めていただく取組みとして、「建設技術展示会」

を譖東京建設業協会と共催いたしました。

さらに、最近の土木技術者を取り巻く諸課題など、

多面的な「会員の意識調査」を実施いたしましたが、

今後は集計結果を精査し、事業活動に反映してまい

ります。

このほか、機関誌『DOBOKU技士会 東京』の

発行やホームページを活用し、技士会事業の PRと

土木施工管理に関する情報提供に努めたことによ

り、新たに２桁の会員が入会いたしました。

【事業概要】

〈１〉技術力の維持・向上に関する事業

漓 各種講習会の実施

１）直前受験準備講習会（１級土木施工管理技

術検定試験）⇒ 夜間コース／昼間コース

２）現場代理人を目指す技術者の基礎的な技能

習得のための講習会

�コンクリート施工技術講習会

�現場管理スキルアップ講習会

�仮設構造物の設計講習会

�若年技術者育成のための指導者講習会
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首都高速中央環状新宿線大橋ジャンクション視察

２ 平成１９年度収支決算報告

平成１９年度収支計算書

収入の部 （単位：円）

勘定科目
予 算 額 決 算 額 差 異

大 科 目

会 費 収 入 ２９，４４０，０００ ２９，１７４，０００ ２６６，０００

入 会 金 収 入 １００，０００ ７６９，０００ △６６９，０００

事 業 収 入 ３，５００，０００ ２，９４４，６８０ ５５５，３２０

雑 収 入 ２０，０００ ９５，１３４ △７５，１３４

当 期 収 入 合 計 窕 ３３，０６０，０００ ３２，９８２，８１４ ７７，１８６

前 期 繰 越 収 支 差 額 ３９，８００，０００ ３９，７６１，１５７ ３８，８４３

収 入 合 計 窘 ７２，８６０，０００ ７２，７４３，９７１ １１６，０２９

（△印は収入増）

支出の部 （単位：円）

勘定科目
予 算 額 決 算 額 差 異

大 科 目

事 業 費 ２５，２６０，０００ ２４，７４９，７９９ ５１０，２０１

管 理 費 ７，３００，０００ ７，０６９，８５９ ２３０，１４１

引 当 預 金 支 出 ５００，０００ ５００，０００ ０

※積 立 預 金 支 出 ２５，０００，０００ ２５，０００，０００ ０

予 備 費 １，０００，０００ ０ １，０００，０００

当 期 支 出 合 計 窖 ５９，０６０，０００ ５７，３１９，６５８ １，７４０，３４２

当期収支差額窕－窖 △２６，０００，０００ △２４，３３６，８４４ △１，６６３，１５６

次期繰越収支差額窘－窖 １３，８００，０００ １５，４２４，３１３ △１，６２４，３１３

（Ｃ）－積立預金支出＝（ア） ３２，３１９，６５８
（Ａ）－（ア）＝実質的な当期収支差額 ６６３，１５６

※ 積立預金支出は、記念事業基金の５，０００，０００円と財政調
整基金の２０，０００，０００円です。

３）土木施工管理技士として総合的な技能習得

のための講習会

�安全管理講習会

�環境管理講習会

�建設業の CSRと現場のリスク管理・

コンプライアンス講習会

滷 土木工事現場視察の実施

�京急蒲田駅付近連続立体交差事業

�首都高速中央環状新宿線大橋ジャンク

ション

〈２〉信頼回復と社会的地位の向上に関する事業

漓 安全で安心な街づくりに活かされる土木技術

の PR

�「建設技術展示会」の共催

滷 異業種他分野等各種施設の視察

�譛日本建設情報総合センター（JACIC）

〈３〉広報事業

漓 機関誌『DOBOKU技士会 東京』の発行

滷 ホームページの拡充

澆 入会の促進

潺 土木施工管理に関する情報収集及び提供

〈４〉調査研究

漓 会員の意識調査

滷 事業運営に必要な各種調査

〈５〉表 彰

漓 優良技術者表彰の実施

滷 各種表彰候補者の推薦

〈６〉連絡協議

漓 関係行政機関・関係団体との連絡協議

滷 会員との連携強化

若年技術者育成のための指導者講習会
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第２号議案

平成２０年度事業計画案並びに
同収支予算案に関する件

１ 平成２０年度事業計画

東京土木施工管理技士会

前会長 山田恒太郎

【基本方針】

近年、予想を超える自然災害がたびたび発生し、

安全・安心の街づくりが望まれています。同時に、

わが国は世界一の超高齢社会に突入しました。

昨年の「会員の意識調査」は、多面的なテーマで

実施しましたが、とりわけ団塊世代のリタイア、い

わゆる２００７年問題については、若年技術者への技術

継承が進んでいない状況が見てとれます。

今後、調査結果を十分に精査し、技士会活動の方

向性を探りつつ、各種講習会や工事現場等の視察な

ど、技術力の向上を支援する事業を実施してまいり

ます。

一方、建設業は、信頼回復に向けてコンプライア

ンスを徹底し、社会的責任の遂行が求められるなか、

価格と品質で総合的に優れた公共調達への取組みが

本格化しつつあります。「現場」を担う土木技術者

の役割は従来に増して大きく、より一層重要なもの

となっています。

このようなことから、安全な街づくりを支える建

設技術への理解を深め、信頼を取り戻すため、昨年

度に続き、「建設技術展示会」を譖東京建設業協会

と共催します。

平成１８年から２年間、会長職を務めさせていただき

ましたが、会員の皆様をはじめ、役員の方々のお力添

えにより、会長の職を大過なく果たすことができ、心

より感謝申し上げます。

本日の役員改選により、とりわけ会長には、東京建

設業協会の正副会長のうち土木担当である大豊建設の

岡村康秀様が、副会長には、永年、技士会の運営を支

えていただいております総務委員会委員長にご就任の戸

田建設の香西慧様と、事業運営委員会の委員長である

清水建設の柿谷達雄様がそれぞれご選任されました。

技士会の事業をより効率的・効果的に実施すること

ができる体制が整ったのではないかと思います。

新役員のもと、会員の皆様が力を合わせ、技士会が

大きく発展されることを期待しております。

会員企業のますますのご発展をお祈り申し上げ、退

任の挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。

定時総会の様子

山田前会長退任あいさつ
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２ 平成２０年度収支予算

平成２０年度収支予算書

収入の部 （単位：円）

勘定科目
予 算 額 前年度予算額 増 減

大 科 目

会 費 収 入 ３０，６４０，０００ ２９，４４０，０００ １，２００，０００

入 会 金 収 入 １００，０００ １００，０００ ０

事 業 収 入 ３，５００，０００ ３，５００，０００ ０

雑 収 入 ２０，０００ ２０，０００ ０

当 期 収 入 合 計 窕 ３４，２６０，０００ ３３，０６０，０００ １，２００，０００

前 期 繰 越 収 支 差 額 １５，３３０，０００ ３９，８００，０００ △２４，４７０，０００

収 入 合 計 窘 ４９，５９０，０００ ７２，８６０，０００ △２３，２７０，０００

支出の部 （単位：円）

勘定科目
予 算 額 前年度予算額 増 減

大 科 目

事 業 費 ２６，４６０，０００ ２５，２６０，０００ １，２００，０００

管 理 費 ７，３００，０００ ７，３００，０００ ０

引 当 預 金 支 出 ５００，０００ ５００，０００ ０

積 立 預 金 支 出 ０ ２５，０００，０００ △２５，０００，０００

予 備 費 １，０００，０００ １，０００，０００ ０

当 期 支 出 合 計 窖 ３５，２６０，０００ ５９，０６０，０００ △２３，８００，０００

当期収支差額窕－窖 △１，０００，０００ △２６，０００，０００ ２５，０００，０００

次期繰越収支差額窘－窖 １４，３３０，０００ １３，８００，０００ ５３０，０００

【事業計画】

〈１〉技術力の維持・向上に関する事業

漓 各種講習会の実施

１）直前受験準備講習会（１級土木施工管理技

術検定試験）⇒ 昼間３日間コース／夜間

６日間コース

２）現場代理人を目指す技術者の基礎的な技能

習得のための講習会

３）土木施工管理技士として総合的な技能習得

のための講習会

滷 土木工事現場視察の実施

〈２〉信頼回復と社会的地位の向上に関する事業

漓 安全・安心を実現する土木技術の PR

�「建設技術展示会」の共催

滷 異業種他分野等各種施設の視察

〈３〉広報事業

漓 機関誌『DOBOKU技士会 東京』の発行

滷 会員名簿の発行

澆 ホームページの拡充

潺 土木施工管理に関する情報収集及び提供

〈４〉調査研究

漓 「会員の意識調査」の研究

滷 各種講習会事業に対する調査

澆 その他事業運営に必要な調査

〈５〉表 彰

漓 優良技術者表彰の実施

滷 各種表彰候補者の推薦

〈６〉連絡協議

漓 関係行政機関との連絡協議

滷 関係団体との連絡協議

澆 会員との連携強化

〈７〉会 議

漓 総 会

１）定時総会

２）臨時総会

滷 理事会

澆 監事会

〈８〉委員会

漓 総務委員会

滷 事業運営委員会

１）講習会グループ会議

２）現場視察グループ会議

３）情報・広報グループ会議

（運営体制については７頁「組織図」を参照）
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第３号議案

役員の任期満了に伴う選任
に関する件
役員の任期満了に伴う改選が行われ、とりわけ、

新会長には１頁のとおり岡村康秀氏（大豊建設譁）

が、副会長には右のとおり香西慧氏（戸田建設譁）

と柿谷達雄氏（清水建設譁）が選任されました。

なお、役員名簿は次のとおりです。

役員名簿 （敬称略）

氏 名 会 社 名 氏 名 会 社 名

会 長 岡 村 康 秀 大豊建設株式会社 理 事 中 込 康 博 飛島建設株式会社

副 会 長 香 西 慧 戸田建設株式会社 石 原 俊 英 株式会社ナカノフドー建設

柿 谷 達 雄 清水建設株式会社 古 谷 俊 雄 西松建設株式会社

理 事 中 川 博 安藤建設株式会社 久 松 博 三 日本道路株式会社

若 林 義 男 小田急建設株式会社 大 谷 正 気 株式会社間組

嶋 村 彰 オリエンタル白石株式会社 林 清 一 林建設株式会社

茅 野 正 恭 鹿島建設株式会社 早 坂 健 司 株式会社フジタ

石 垣 和 男 株式会社熊谷組 西 本 哲 二 前田建設工業株式会社

原 田 泰 明 五洋建設株式会社 山 田 晴 雄 三井住友建設株式会社

永 島 俊 之 坂田建設株式会社 立 川 忠 道 個 人 会 員

大 前 和 博 佐藤工業株式会社 監 事 松 山 闍 久 白岩工業株式会社

田 村 寿 夫 大成建設株式会社 泉 裕 明 三井住建道路株式会社

臼 田 總一郎 東急建設株式会社 専 務 理 事 井 出 勝 也 東京土木施工管理技士会

藤 山 隆 司 東洋建設株式会社 常 務 理 事 糸 川 哲 雄 東京土木施工管理技士会

（平成２０年７月１日現在）

香西副会長

柿谷副会長



7

総 会

監 事

総務委員会 （名簿参照）

理事会

会 長
副会長

事業運営委員会 （名簿参照）

事務局
講習会グループ会議

専務理事 井出勝也
常務理事 糸川哲雄

千葉繁樹
瀬川浩輔

�各種講習会の開催

現場視察グループ会議

�現場見学会の開催

情報・広報グループ会議

�会員の意識調査
�機関誌の発行
�異業種他分野等
各種施設見学会の開催

総務委員会名簿 （敬称略）

氏 名 会 社 名

委 員 長 香 西 慧 戸田建設株式会社

委 員 若 林 義 男 小田急建設株式会社

茅 野 正 恭 鹿島建設株式会社

遠 藤 高 明 共立土木株式会社

田 村 寿 夫 大成建設株式会社

多 田 二三男 大豊建設株式会社

浜 辺 修 一 東洋建設株式会社

新 谷 良 司 前田建設工業株式会社

（平成２０年７月１日現在）

事業運営委員会名簿 （敬称略）

氏 名 会 社 名

委員長 柿 谷 達 雄 清水建設株式会社

講
習
会

田 中 茂 義 大成建設株式会社

鶴 見 健 二 オリエンタル白石株式会社

永 井 英 章 日本道路株式会社

赤 荻 博 明 飛島建設株式会社

水 野 健 介 株式会社間組

現
場
視
察

坂 田 真 一 鹿島建設株式会社

越 智 修 五洋建設株式会社

小 島 信 一 佐藤工業株式会社

塩 島 秀 人 林建設株式会社

立 川 忠 道 個人会員

情
報
・
広
報

加茂野 耕太郎 清水建設株式会社

田 辺 敏 株式会社熊谷組

赤 池 利 孝 株式会社NIPPOコーポレーション

川 村 康 宏 前田建設工業株式会社

金 子 光 男 みらい建設工業株式会社

（平成２０年７月１日現在）

東京土木施工管理技士会 組織図


